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ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　 「 こ れ

　
な あ に 」

　
見 開 き 右 ペ ー ジ い っ ぱ い

に あ る の は 、 黒 い 線 で 描 かれ た 四 重 丸 。 そ の ま ん な かで は 、 ち ょ っ と 変 形 し た 二つ の だ 円 が く っ つ き あ っ てお さ ま っ て い ま す 。　
ペ ー ジ を め く る と 色 が 加

わ り 、 前 ペ ー ジ の 絵 が な がね ぎ の 断 面 図 だ と わ か り ます 。　
こ の 本 は 、 断 面 図 の シ ル

エ ッ ト を 見 て 、 そ れ が 何 の野 菜 な の か 想 像 し な が ら 読む 絵 本 で す 。 お は な し 会 の定 番 絵 本 の 一 冊 で 、 子 ど もた ち は い ろ ん な 野 菜 の 名 まえ を こ た え て く れ ま す 。　
表 紙 に 描 か れ て い る か ぼ

ち ゃ や 、 と ん が り ぼ う し の

え る 子 も い ま す 。　
野 菜 以 外 の も の に 空 想 が

広 が っ て い く こ と も 。 キ ャベ ツ の 断 面 図 を 見 て 「 千 手観 音 ！ 」 と い う 答 え が か えっ て き た と き に は 、 び っ くり し ま し た 。　
み ず み ず し く 描 か れ た 野

菜 の 絵 を 見 な が ら 「 う ち にキ ュ ウ リ を う え て る よ 」「 き の う の 晩 に 、 た け の こ食 べ た 」 と 、 会 話 が ど ん どん 広 が っ て い く 作 品 で す 。 よ う な 形 の た け の こ は 比 較的 簡 単 。 ふ だ ん よ く 食 べ る野 菜 が 、 意 外 と わ か り に くい 。 で も 絵 の 中 に あ る ヒ ント に 気 付 い て 、 次 々 と こ た
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作 ・ 絵 ： き う ち 　 か つ 

や さ い の お な か
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水 無 月

住 み 始 め た 五 十 年 前 に は 一 面 の 田 圃 だっ た 。 水 が 張 ら れ る と 水 面 は 、 初 夏 の日 差 し に ま ぶ し く 光 っ た 。 今 は 、 二 階の 窓 か ら 首 を 伸 ば す と 、 住 宅 の 屋 根 の間 か ら 少 し だ け 残 っ た 田 圃 が 見 え る 。そ こ だ け は 、 長 く 人 の 命 を 繋 い で き た米 を 実 ら せ た 威 厳 に 満 ち て 、 変 わ ら ず光 っ て い る 。　
時 は 流 れ 、 景 色 が 変 わ る よ う に 、 私

の 日 常 も 当 然 変 わ る 。　
新 聞 の 「 民 意 が 大 事 」 と い う 箇 所 を

「 尿 意 が 大 事 」 と 読 み 間 違 う 。 民 と尿 、 似 て い る で は な い か ！

　
先 日 、 友

　 「 み な づ き 」 は 「 水 の ある 月 」  。 田 圃 に 水 が 引 か れ田 植 の 月 。 我 が 家 の 周 囲 も

人 に 出 す 手 紙 に 「 妻 」 と 書 く と こ ろを 「 毒 」 と 書 い て し ま っ た 。 ケ ー スか ら 取 り 出 し た 丸 薬 は 、 意 志 が あ るか の ご と く 床 に 転 が る 。 這 っ て 探 した が 見 つ か ら な い 。 し ば ら く す る と埃 に ま み れ て 家 具 の 隙 間 か ら 出 て きた 。 お 気 に 入 り の 靴 下 の 片 方 は 見 つか ら な い 。 草 取 り を す る と 、 ア ッ と思 っ た 時 に は 、 芽 の 出 た ば か り の ホタ ル ブ ク ロ を 抜 い て い る 。　
Ａ さ ん と 朝 の 散 歩 の 約 束 を し た 。

「 七 時 （ し ち じ ） に ね 」 と 言 っ た のに Ａ さ ん は 来 な い 。 彼 女 に は 「 八 時（ は ち じ ）  」 と 聞 こ え た 。 私 の 前 歯 には 隙 間 が あ っ て 「 し 」 と 「 は 」 は 同じ 発 音 に な る 。 水 の 流 れ と 同 じ よ うに 、 毎 日 変 化 が あ っ て 楽 し く て た まら な い 。
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民 会 館 小 ホ ー ル （ 山 口 市中 央 ２ ） で 、 上 映 時 間 は午 前

1 0時 半 、 午 後 ２ 時 、

７ 時 か ら の ３ 回 。　
発 明 家 だ っ た 夫 ア ー サ

ー を 突 然 亡 く し た ジ ョ ーン は 、 親 友 の リ ン ダ 、 スー ザ ン と 一 緒 に 夫 の 作 業場 を 片 付 け て い る 時 に 、秘 密 の ウ イ ス キ ー を 発 見す る 。 ３ 人 で ウ イ ス キ ー

を 飲 ん で目 覚 め ると 、 な んと 身 体 が突 然

2 0代

に 若 返 って い た ！　
彼 女 た

ち は 昔 を思 い 出し 、 若 者た ち が 集ま る ナ イト ク ラ ブ

　
「 山 口 で な か な か 上 映

さ れ る 機 会 の な い 良 質 な単 館 系 新 作 映 画 を 、 自 分た ち の 手 で 上 映 ・ 観 賞 する 」 こ と を 目 的 に 活 動 して い る 「 西 京 シ ネ ク ラブ 」  （ 大 久 保 雅 子 代 表 ）は 、

1 5日  （ 日 ）  に 「 ア ー サ

ー ズ ・ ウ ィ ス キ ー 」  （ ２０ ２ ４ 年 、 イ ギ リ ス ） を上 映 す る 。 会 場 は 山 口 市

に 繰 り 出 す も の の 、 中 身は

7 0代 の ま ま 。 ハ メ を 外

し す ぎ て し ま い 、 数 時 間後 に は 元 の 姿 に 戻 っ て しま う 。 ウ イ ス キ ー が 残 って い る う ち に 、 も う 一 度若 返 っ て 願 望 を か な え よう と 決 め た 彼 女 た ち は 、人 生 最 後 の 冒 険 と し て ラ

ス ベ ガ ス 旅 行 を 計 画 。 ラス ベ ガ ス で の さ ま ざ ま な体 験 を 通 じ て 、 見 た 目 の若 さ よ り も 「 あ り の ま まの 自 分 」 で い る こ と の 大切 さ に 気 づ い て い く が 、あ る 日 予 想 外 の 事 件 が 発生 し … 。　
夫 を 亡 く し た ジ ョ ー ン

役 は テ レ ビ や 舞 台 を 中 心に

5 0年 以 上 の キ ャ リ ア を

持 つ パ ト リ シ ア ・ ホ ッジ 、 離 婚 経 験 を 持 つ リ ンダ 役 は オ ス カ ー 女 優 で 今も 出 演 作 が 絶 え な い ダ イア ン ・ キ ー ト ン 、 キ ッ チン カ ー の 男 に 恋 す る ス ーザ ン 役 は シ ン ガ ー で も ある ル ル が 演 じ る 。 そ して 、 本 人 役 と し て ミ ュ ージ シ ャ ン の ボ ー イ ・ ジ ョー ジ が 特 別 出 演 。 監 督は 、 モ ナ コ 国 際 映 画 祭 で作 品 賞 ・ 脚 本 賞 ・ 監 督 賞を 受 賞 し た 「 Ｍ ｙ

　
ａ ｎ

ｇ ｅ ｌ 」  （

1 1年 ） の ス テ

ィ ー ヴ ン ・ ク ッ ク ソ ン が務 め た 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。　
大 久 保 代 表 は 「 ダ イ ア

ン ・ キ ー ト ン 主 演 で 、『 カ ー マ は 気 ま ぐ れ 』 で

8 0年 代 に 一 世 を 風

ふ う

靡
び

し た

ロ ン ド ン 出 身 の バ ン ド『 カ ル チ ャ ー ・ ク ラ ブ 』の ボ ー カ リ ス ト と し て 知ら れ る ボ ー イ ・ ジ ョ ー ジも 本 人 役 で 出 演 。 楽 し くて 元 気 に な れ る 映 画 」 と話 し 、 鑑 賞 を 呼 び 掛 け てい る 。

7 0代 女 性 が

2 0代 に 若 返 り

! ?

「 ア ー サ ー ズ  ・  ウ ィ  ス キ ー 」  西 京 シ ネ が 上 映
1 5 日
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６ 月

1 9日  （ 木 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

こ こ と 小 郡 店 の 立 体 駐 車場 を ご 利 用 く だ さ い 。（ １ 時 間 無 料 券 を お 渡 し し ま す ）コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

無 料

と

 き

と こ ろ参 加 料駐 車 場

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

６ 月

1 ９日  （ 木 ）

 

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

次 月 は ７ 月

1 7日  （ 木 ）  開 催 予 定 で す ♪

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や

ま ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ます 。 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す ので 、 あ ら か じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お願 い 申 し 上 げ ま す 。

　

　
交 流 の 場 は 初 め て で ド キ ド

キ し な が ら の 参 加 で し た が 、ス タ ッ フ の 方 々 皆 さ ん 優 し くて 楽 し い 時 間 を 過 ご さ せ て もら い ま し た 。 試 食 も と て も 美味 し か っ た で す ♪

　
あ り が と

う ご ざ い ま し た ！�

　 （ ペ ン ネ ー ム

　
ゆ り さ ん ）

前 回 参 加 者 の 声

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ

る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過ご せ る 空 間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 参 加 料 無 料 。 い つ 来 て

い つ 帰 っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽に ご 利 用 く だ さ い 。

 １ 行 記 事　 県 は 、 大 阪 ・ 関 西 万 博 の Ｅ Ｘ Ｐ Ｏ メ ッ セ Ｗ Ａ Ｓ Ｓ Ｅ に 新 潟 県 と と も に 共 同 出 展 中 。 物 産 販 売 や ラ イ ブ ス テ ー ジ 、 「 利 き 酒 ク イ ズ 」 な ど 。 １ ３ 日 （ 金 ） ま で 。
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あ い は ら 友  子 さ ん

昨 年 の 講 習 の 様 子

赤 富 士 に 御 神 光 に 鳳 凰

源 泉 か け 流 し の 露 天 風 呂 （ 男 湯 ）

　
ユ ウ ベ ル ホ テ ル 松 政

（ 山 口 市 湯 田 温 泉 ３ 、

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

２ ０ ０

０ ） は

1 5日 午 前 ７ 時 、 大

浴 場 「 千 人 湯 」 の 外 来 入浴 券 つ づ り を 発 売 す る 。

毎 回 行 列 が で き 、 数 時 間で 売 り 切 れ て し ま う プ ラチ ナ チ ケ ッ ト で 、 今 年 １月 に １ ８ ０ ０ 冊 を 売 り 出し た 際 に も 、 発 売 後 ほ どな く 売 り 切 れ た 。

　
千 人 湯 と は 、 １ ９

２ ９ 年 （ 昭 和 ４ 年 ）か ら

8 9年 （ 平 成 元

年 ） ま で の 「 昭 和 の時 代 」 に 同 地 で 営 業さ れ て い た 公 衆 浴 場の 名 称 だ 。  「 千 人 も入 れ る 」 と 言 わ れ たほ ど 広 く 、 種 田 山 頭

火 や 中 原 中 也 も 利 用 し てい た 。 当 時 は 一 般 市 民 が湯 田 温 泉 に 入 浴 で き る 唯一 の 場 所 だ っ た た め 、 閉鎖 後 は 「 昔 は よ く 通 っ てい た 」 と 懐 か し む 人 も 多か っ た 。 そ ん な 市 民 か らの 望 む 声 に も 後 押 し され 、

9 8年 に 同 じ 松 政 の 敷

地 内 に 「 復 活 」  。 露 天 風呂 は １ ０ ０ ％ 源 泉 か け 流し で 、 ジ ェ ッ ト バ ス や 低温 サ ウ ナ な ど も 備 え て いる 。 ２ ０ １ ６ 年 に は バ リア フ リ ー 改 修 も さ れ た 。

　
５ 枚 つ づ り が １ セ ッ

ト の 入 浴 券 （

2 5年

1 2月

1 4日 ま で 有 効 ） は １ 冊
３ ９ ０ ０ 円 で 、 ５ ０ ０冊 の 限 定 販 売 。 施 設 点検 の 日 な ど を 除 き 、 午後 ２ 時 か ら ８ 時 ま で 入浴 で き る 。 通 常 は 外 来入 浴 を 受 け 付 け て い ない た め 、 同 ホ テ ル の 温泉 を 利 用 す る に は 、 この 入 浴 券 が 必 要 と なる 。　

な お 、 購 入 者 向 け 駐
車 場 は 用 意 さ れ て お らず 、 同 ホ テ ル は 公 共 交通 機 関 か 近 隣 有 料 駐 車場 の 利 用 を 呼 び 掛 け てい る 。

を 希 望 す る

6 0歳 以 上 の

人 。 同 セ ン タ ー 会 員 で 、新 た な 分 野 で の 就 業 を 希望 す る 人 、 お よ び １ 年 間就 業 し て い な い 人 も 含 まれ る 。　
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

後 、  「 高 齢 者 の 特 性 」  「 認知 症 に つ い て 」  「 ホ ー ムヘ ル パ ー の 立 場 」  「 生 活援 助 の 実 際 ・ ポ イ ン ト 」な ど を 、 講 義 と 演 習 で 学ぶ 。 さ ら に 、 グ ル ー プ ディ ス カ ッ シ ョ ン の 時 間 も設 け ら れ る 。　
こ れ ま で の 参 加 者 か ら

は 「 な ん と な く 理 解 し てい た こ と が 、 本 当 に よ くわ か っ た 」  「 高 齢 者 へ の声 掛 け 等 、 気 を つ け な けれ ば と 思 っ た 」  「 介 護 を取 り 巻 く 問 題 を 、 広 い 視点 で 学 べ た 」  「 利 用 者 の立 場 に 立 っ て 介 護 す る こと が 大 切 」 な ど の 感 想 が寄 せ ら れ て い る 。 定 員 は各

1 0人 で 、 山 口 会 場 は

1 9

日  （ 木 ）  、 小 郡 会 場 は ７ 月１ 日  （ 火 ）  ま で の 事 前 申 し込 み が 必 要 だ 。　
申 し 込 み は 、 応 募 フ ォ

ー ム （ 二 次 元 コ ー ド ） か

ら か 、 同 会 （

０ ８ ３

－

９ ２ １

－

６ ０ ７ ７ ） へ 申

込 書 を フ ァ ク ス す る 。 受講 の 可 否 は 、 締 め 切 り 後に 通 知 さ れ る 。　
同 連 合 会 は 、  「 山 口 市

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー で日 常 生 活 支 援 の 仕 事 を する 際 に は 必 須 の 講 習 と なっ て い る 。 ま た 、 日 常 生活 に お い て も 役 に た つ 内容 。 知 識 や 技 能 を 身 に つけ て 、 毎 日 に 『 充 実 』 をプ ラ ス し て は 」 と 参 加 を

　 「 あ い は ら 友 子

　
赤 富

士 絵 画 展 」 が 、

1 2日

（ 木 ）  か ら

1 5日  （ 日 ）  ま で 、

山 口 井 筒 屋 （ 山 口 市 中 市町 ３ ） で 開 か れ る 。 女 優で 日 本 画 家 の あ い は ら 友子 さ ん が 赤 富 士 を テ ー マに 描 い た 絵 画 の 展 示 ・ 即売 会 で 、 入 場 は 無 料 。　
あ い は ら さ ん の 「 赤 富

士 絵 画 展 」 は 、 １ ９ ９ ８年 か ら 全 国 の 百 貨 店 で 開か れ て お り 、 今 年 で

2 7周

年 を 迎 え て い る 。 会 場 には 、  「 全 体 運 を 上 げ 、 エネ ル ギ ー を 強 く す る 」 とい わ れ る 赤 富 士 を モ チ ーフ と し た 作 品 が 約

5 0点 展

示 。 鳳

ほ う

凰 お う

や 昇

り 竜 な ど が 赤富 士 と と も に

描 か れ た 作 品 も 並 ぶ 。　
会 期 中 の

1 3日  （ 金 ）  か ら

1 5日 ま で の 午 後 １ 時 と ３
時 か ら は 、 あ い は ら さ んの ト ー ク シ ョ ー ＆ サ イ ン会 も 計 ６ 回 開 か れ 、 参 加者 に は 「 十 二 支 開 運 シ ール 」 が プ レ ゼ ン ト さ れる 。　

あ い は ら さ ん は 、

7 8年

に Ｎ Ｈ Ｋ 朝 の 連 続 テ レ ビ小 説 「 わ た し は 海 」 の ヒロ イ ン と し て 俳 優 デ ビ ュー 。 そ の 後 も 多 数 の ド ラマ や 映 画 に 出 演 し て きた 。 女 優 業 の 傍 ら 、 厚 生労 働 省 認 可 心 理 相 談 員（ 中 央 労 働 災 害 防 止 協 会心 理 相 談 員 ） 資 格 や 、 高野 山 真 言 宗 僧 籍 を 取 得 。経 済 ・ 財 テ ク 問 題 に も 精

　
高 齢 者 の 特 性 や 接 し

方 、 日 常 生 活 支 援 の ポ イン ト 、 認 知 症 な ど に つ いて 学 べ る 「 介 護 サ ポ ー ト講 習 」 が 、 県 央 部 で ２ 回開 催 さ れ る 。 １ 回 目 の
「 山 口 会 場 」 は ７ 月 ２ 日（ 水 ）  に 県 健 康 づ く り セ ン

タ ー （ 山 口 市 吉 敷 下 東３ ） で 、 ２ 回 目 の 「 小 郡会 場 」 は ７ 月

1 5日 （ 火 ）

に 小 郡 地 域 交 流 セ ン タ ー
（ 山 口 市 小 郡 下 郷 ） で あ

る 。 時 間 は 、 ど ち ら も 午前

1 0時 か ら 午 後 ４ 時 ま

で 。 県 シ ル バ ー 人 材 セ ンタ ー 連 合 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ １
－

６ ０ ７ ０ ） の 主

催 で 、 受 講 は 無 料 。　
対 象 は 、 シ ル バ ー 人 材

セ ン タ ー に 入 会 か つ 就 業 通 し 、 バ ブ ル 期 に は 「 財テ ク 女 優 」 と も 呼 ば れた 。 赤 富 士 絵 画 展 は 、 全

国 各 地 で １ ０ ０ 回 以 上 開催 し て い る 。

次 回 は 6 月 1 8 日 掲 載

︻ 中 型 犬 ペ ッ ト 用 品 ︼

中

型 犬 ペ ッ ト 用 バ リ カ ン 及び キ ャ リ ー バ ッ グ （ ２ 、３ 回 使 用 ） を 無 料 で 差 し上 げ ま す 。

☎
０ ８ ３

－

９

３ ２

－ ２ ８ ０ ４

　
タ ム ラ

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ませ ん か ︼

サ ン デ ー 伝 言 板

は 、 無 料 も し く は 低 料 金

で ご 利 用 い た だ け ま す 。お 申 し 込 み は 、 ウ ェ ブ サイト （

https://
w

w
w.

s
u

n
d

a
y-

y
a

m
a

g
u

c
hi.

co.jp/ ） か ら 。

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 2日  ︵ 木 ︶  ~

1 5日

︵ 日 ︶  :

あ い は ら 友 子 赤 富

士 絵 画 展

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ

ー ︼ ~

1 6日  ︵ 月 ︶  :

創 作 ６

人 展 い ぶ き

ホ テ ル 松 政 が 限 定 販 売

「 千 人 湯 入 浴 券 」

5 0 0冊

１ ５ 日

1 2～

1 5日 「 赤 富 士 絵 画 展 」 山 口 井 筒 屋 で
あ い は ら 友 子 さ ん も 来 場

県 央 部 で  ２ 回 開 催無 料 の  「 介 護 サ ポ ー ト 講 習 」

応  募  フ ォ ー  ム

呼 び 掛 けて い る 。

お 知 ら せ  差 し 上 げ ま す

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ５ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 １ １ ０ 件 、 死 者 数 １ 人 、 負 傷 者 数 １ １ ８ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ３ 件 増 、 １ 人 減 、 ３ 人 減 だ っ た 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ６ 月 １ １ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


